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　第５回臨時会が１０月２８日に開催され、

議案２件の審議を行い、いずれも原案のとお

り可決しました。

　　　　　　　　・審議した議案

　　　　　　　　・町長行政報告

第５回臨時会

処
理
が
困
難
な
大
量
の
家
畜
排
せ
つ
物
を

水
分
率
の
少
な
い
高
品
質
な
堆
肥
へ
急
速
処
理

予
　
算

町
長
行
政
報
告

（
要
旨
）

■
観
光
誘
客
促
進
道
民
割
引

　

事
業
「
新
し
い
旅
の
ス
タ

　

イ
ル
」
の
再
開

　

北
海
道
が
独
自
に
行
っ
て
い
た

本
事
業
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、
５
月
18
日

■
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

　

６
億
４
４
５
３
万
円
が
追
加
さ
れ
、

予
算
の
総
額
が
60
億
３
５
１
７
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備

　

等
対
策
事
業
費
補
助
金

 

６
億
４
３
８
５
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
畜
産
・
酪
農
収
益
力
強
化
整
備

　

等
対
策
事
業
費
補
助
金

 

６
億
４
３
８
５
万
円

■
令
和
３
年
度
簡
易
水
道
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

５
０
１
万
円
が
追
加
さ
れ
、
予

算
の
総
額
が
３
億
９
８
２
８
万
円

に
な
り
ま
し
た
。

【
主
な
歳
入
】

・
前
年
度
繰
越
金　

  

５
０
１
万
円

【
主
な
歳
出
】

・
富
武
士
給
水
区
配
水
管
実
施
設
計

　

業
務
委
託
料　
　

 

３
１
０
万
円

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

　

チ
ン
接
種
状
況

　

10
月
29
日
を
も
っ
て
、
接
種
を

希
望
さ
れ
た
方
全
員
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
終
了
し
ま
す
。

　

接
種
率
に
つ
い
て
は
、
65
歳
以

上
高
齢
者
２
０
０
５
人
中
、
１
回

目
の
接
種
率
が
91
・
７
％
、
２

回
目
の
接
種
率
が
90
・
６
％
、

64
歳
以
下
の
方
へ
の
接
種
は
、

２
５
９
４
人
中
、
１
回
目
の
接
種

率
が
86
・
６
％
、
２
回
目
の
接
種

率
が
85
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
で
は
、
４
５
９
９
人
中
、
１

回
目
の
接
種
率
が
88
・
８
％
、
２

回
目
の
接
種
率
が
88
・
０
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

な
お
、
心
配
さ
れ
る
接
種
後
の

副
反
応
に
つ
い
て
は
、
発
熱
、
接

種
部
位
の
痛
み
等
の
報
告
は
受
け

て
い
ま
す
が
、
重
篤
と
な
る
ア
ナ

フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
症
状
等
は
発
生
し

て
い
ま
せ
ん
。

よ
り
中
断
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
を
受
け
、

10
月
15
日
よ
り
再
開
し
て
お
り
、

期
間
は
11
月
15
日
ま
で
の
１
か
月

間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
併
せ
て
「
町
宿
泊
業
活

性
化
事
業
」
に
つ
い
て
も
、
補
助

対
象
者
を
観
光
目
的
の
宿
泊
者
に

限
定
す
る
な
ど
、
道
が
行
う
支
援

事
業
と
同
じ
条
件
で
再
開
し
て
い

ま
す
。

■
サ
ロ
マ
湖
畔
ユ
ー
ス
ホ
ス

　

テ
ル
の
営
業
中
止
と
譲
渡

　

昭
和
54
年
か
ら
浜
佐
呂
間
に
お

い
て
営
業
を
続
け
て
い
ま
し
た

が
、
旅
行
形
態
の
変
化
な
ど
に
よ

り
宿
泊
者
数
が
減
少
し
、
経
営
母

体
で
あ
る
日
本
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

協
会
に
お
い
て
、
10
月
末
を
も
っ

て
営
業
を
中
止
す
る
こ
と
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
11
月
中
に
は
建
物
を

鶴
雅
観
光
グ
ル
ー
プ
に
売
却
予
定

で
あ
り
、
以
後
の
利
用
計
画
等
が

示
さ
れ
た
後
に
は
、
内
容
を
精
査

の
う
え
土
地
貸
付
等
の
可
否
に
つ

い
て
判
断
し
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

今
後
、
施
設
や
用
地
の
有
効
な

利
活
用
が
図
ら
れ
、
地
域
観
光
産

業
に
寄
与
さ
れ
る
こ
と
に
期
待
し

て
い
ま
す
。

「
畜
産

・
酪
農
収
益
力
強
化

  

整
備
等
対
策
事
業
費
補
助
金
」

　

国
の
補
助
事
業
で
、
規
模
拡

大
等
に
伴
う
家
畜
の
増
頭
に
よ

り
発
生
す
る
家
畜
排
せ
つ
物

を
、
堆
肥
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る
耕

種
農
家
が
扱
い
や
す
い
堆
肥
の

高
品
質
化
や
広
域
流
通
の
推
進

を
図
る
ほ
か
、
畜
産
経
営
か
ら

発
生
す
る
悪
臭
防
止
な
ど
の
畜

産
環
境
対
策
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
畜
産
物
の
生
産
拡
大
を
後

押
し
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
株
式
会
社
ト
ッ
プ

フ
ァ
ー
ム
が
、
本
事
業
の
「
畜

産
・
土
づ
く
り
堆
肥
生
産
流
通

体
制
支
援
事
業
」
に
取
り
組
む

こ
と
と
な
り
、
事
業
承
認
さ
れ

た
た
め
、
予
算
補
正
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

 


